
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

                                       

平
成
二
十
七
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三
月
議
会
報
告 

  

三
月
議
会 

は
、
平
成
27 

年
度
の
町
の 

予
算
を
決
め 

る
議
会
で
す
。 

 

今
議
会
に 

提
出
さ
れ
た 

予
算
は
一
般 

会
計
で
１
５
４
億
５
９
０
０
万
円
、
対
前

年
比
6.2
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一

般
会
計
予
算
と
特
別
会
計(

水
道
事
業
会

計
を
含
む)

予
算
１
４
２
億
６
１
６
０
万

円
の
審
議
の
た
め
、
こ
の
議
会
の
会
期
中

に｢

予
算
特
別
委
員
会｣

が
３
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

議
会
最
終
日
の
19
日
、
私
は
一
般
会
計

か
ら
の
国
保
会
計
や
介
護
会
計
、
水
道
事

業
会
計
な
ど
へ
の
繰
入
金
の
増
額
を
求
め

て
、
ま
た
水
道
会
計
で
は
、
水
道
料
金
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
て
、
平
成
27
年

度
一
般
会
計
予
算
・
国
保
特
別
会
計
・
介

護
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
に
対
し
て

反
対
討
論
を
行
い
、
反
対
を
し
ま
し
た
。 

  
 

一
般
質
問 

永
井
よ
し
か
ず
議
員 

《
質
問
事
項
》 

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
４
月

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
新
制
度
は
待

機
児
童
を
解
消
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
阿
見
町
で
は
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。
次
に
保
育
料
の
問
題
で
す

が
、
新
制
度
で
保
育 

料
が
変
わ
る
児
童
が 

い
ま
す
か
。
ま
た
、 

保
育
時
間
が｢

保
育 

標
準
時
間｣

と｢

保 

育
短
時
間｣

に
区
分 

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
事
で
今
ま
で
の
保
育 

料
が
上
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

《
町
長
答
弁
》 

町
の
待
機
児
童
は
３
月
１
日
現
在
８３

名
お
り
ま
す
。
こ
の
４
月
に
は
私
立
保
育

園
の
定
員
増
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

な
ど
で
、
入
所
の
枠
を
確
保
し
て
い
ま
す

の
で
、
施
設
を
限
定
し
な
け
れ
ば
す
べ
て

が
入
所
で
き
ま
す
。
次
に
、
保
育
料
で
す

が
、
国
の
算
定
で
は
保
育
料
が
変
わ
る
こ

と
は
基
本
的
に
は
無
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
時
間
の
問
題
で
も
、
区
分
さ

れ
る
こ
と
で
保
育
料
が
上
が
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

          

阿
見
新
報 
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県・町議会報告会のお知らせ 
3 月議会の報告会を下記の通り行います。

たくさんの方の参加をお待ちしておりま

す。今回は山中たい子県議も参加します。 

記 
日 程：4 月 26 日(日曜日)  

時 間：午後 3 時 30 分より 

会 場：阿見町 中央公民館  

2 階Ａ学習室 

参加費は無料です。 

       日本共産党 阿見町委員会 

 

 

安
倍
首
相
が
今
国
会
で
の

強
行
を
狙
う｢

戦
争
立
法｣

。
自

民
、
公
明
両
党
に
よ
る
法
案
骨

格
の
合
意
文
書
か
ら
、
自
衛
隊

が
米
国
の
戦
争
に｢

切
れ
目
な

く｣

参
加
・
支
援
す
る
危
険
な

本
質
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い

ま
す
。 

合
意
文
書
の
特
徴
の
第
一

は
、
米
国
が
世
界
の
ど
こ
で
戦

争
し
て
も
、
自
衛
隊
が
行
っ
て

軍
事
支
援
を
行
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、

自
衛
隊
の
海
外
派
兵
の
た
び

に
特
別
措
置
法
を
つ
く
っ
て

対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
度

は
派
兵
恒
久
法
を
つ
く
っ
て
、

米
国
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
派
兵
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の｢

後

方
支
援｣

の｢

非
戦
闘
地
域｣

と

い
う
歯
止
め
を
撤
廃
し
、｢

戦

闘
地
域｣

で
の
自
衛
隊
の
活
動

を
可
能
に
す
る｢

戦
地
派
兵｣

と
な
り
ま
す
。 

第
二
は
、｢

閣
議
決
定｣

に
対

応
し
、
政
府
の
裁
量
次
第
で
米

国
の
ど
ん
な
戦
争
に
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
政
府
の
裁
量
と
は
、｢

個

別
的
、
具
体
的
に
政
府
が
総
合 

判
断
す
る｣

(

安
倍
首
相)

こ
と
で
、

米
国
の
先
制
攻
撃
で
も
該
当
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
さ
に
、｢

切
れ
目
の
な

い｣

対
応
を
可
能
に
す
る
仕
組
み

な
の
で
す
。 

 

３
月
25
日
の
新
聞
に
、
自
衛
隊

が
隊
員
に
対
し
て｢

遺
書｣

を
書
く

よ
う
に
服
務
指
導
さ
れ
た
と
、
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
書
か
さ
れ
た

元
隊
員
は｢

殉
死(

戦
死)

へ
の
覚
悟

を
求
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
た｣

と
証
言
し
て
い
ま
す
。
自
衛

隊
が
出
来
て
60
年
経
ち
ま
す
が
、

今
ま
で
、｢

殺
さ
ず
、
殺
さ
れ
も
せ

ず｣

だ
っ
た
日
本
の
自
衛
隊
が
、

｢

戦
争
立
法｣
の
強
行
に
よ
り
、｢

殺

し
殺
さ
れ
る
日
本
の
軍
隊｣

に
変

貌
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

30
日
の
予
算
委
員
会
で
安
倍

首
相
は
自
衛
隊
を｢

わ
が
軍｣
と
呼

び
ま
し
た
。 

彼
の
頭
の 

中
に
は
、 

米
国
と
肩 

を
並
べ
て 

戦
闘
す
る 

自
衛
隊
の 

姿
で
い
っ 

ぱ
い
な
の 

で
し
ょ
う
か
。 

安倍政権の反動的な

危険性があらわに！ 

隊
員
が
書
い
た
遺
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《
質
問
事
項
》 

阿
見
町
の
水
道
料
金
に
つ
い
て 

 
町
の
水
道
事
業
は
「
安
全
・
安
心
」
な
水
を

供
給
す
る
事
だ
と
思
い
ま
す
。
配
水
管
が

通
っ
て
い
て
も
、
井
戸
水
を
飲
料
水
と
し
て

使
っ
て
い
る
家
庭
も
多
く
あ
り
ま
す
。
町
は

配
水
管
の
整
備
を
優
先
的
に
行
い
、
普
及

率
を
向
上
さ
せ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
水

道
料
金
体
系
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

事
が
普
及
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
１
８
０

０
円
と
い
う
考
え
方
は
変
え
る
べ
き
で
す
。 

基
本
料
金
は
な
る
べ
く
安
く
、
そ
し
て
使
っ

た
分
だ
け
の
料
金
を
支
払
う
事
が
、
町
民

に
納
得
し
て
水
道
に
加
入
し
て
も
ら
う
本

筋
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

《町
長
答
弁
》 

町
の
水
道
普
及
率
は
平
成
２５
年
度
末
で

８５
・
１
％
、
全
国
平
均
の
９７
・
７
％
と
比
べ

て
も
低
い
状
況
で
す
。
今
後
も
施
設
整
備

計
画
に
基
づ
き
配
水
管
整
備
を
推
進
し
、

未
整
備
地
区
の
解
消
に
よ
る
普
及
率
の
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
っ
て
、
水
道
料
金

体
系
の
見
直
し
は
現
段
階
で
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 
 

水
道
料
金
の
問
題
は
過
去
３
回
一
般

質
問
で
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
町
の
姿
勢

は
水
道
管
を
多
く
埋
設
す
る
こ
と
に
よ

り
、
水
道
の
普
及
率
を
上
げ
る
事
に
固
執

し
て
い
ま
す
。
水
道
の
通
っ
て
い
な
い
地

域
に
埋
設
整
備
を
す
る
こ
と
も
良
い
事

で
す
が
、
昨
年
、
一
昨
年
の
総
括
で
は
思

う
よ
う
に
普
及
率
が
伸
び
て
い
な
い
事

も
現
実
で
す
。
町
の
水
道
使
用
家
庭
の
約

３
割
が
毎
月
の
使
用
量
が
10
㎥
未
満
で

す
。
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
10
㎥
分
が

取
ら
れ
る
今
の
料
金
体
系
を
見
直
す
こ

と
が
町
民
の
ニ
ー
ズ
で
あ
り
、
普
及
率
向

上
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

《
質
問
事
項
》 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
つ
い
て 

御
承
知
の
通
り
、
昨
年
６
月
に
「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
中
小
企
業
は
、
地
域
の
経
済
や
雇
用

を
支
え
る
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま
す
。 

昨
年
土
浦
市
で
は
こ
の
事
業
を
実
施
し

た
結
果
、
予
算
の
17
倍
の
経
済
波
及
効
果

を
挙
げ
ま
し
た
。
地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
起
爆
剤
と 

し
て
も
、
こ
の 

助
成
制
度
は 

う
っ
て
つ
け
で 

す
。
住
宅
リ 

フ
ォ
ー
ム
助 

成
制
度
の
実 

施
を
求
め
ま 

す
。 

            

《町
長
答
弁
》 

町
で
は
よ
り
多
く
の
中
小
企
業
者
に
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
導
入
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

♢ 

♦ 

こ
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
も

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
る
の
は
３
回
目

で
す
。 

 

こ
の
制
度
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
地
元
業

者
に
依
頼
す
れ
ば
そ
の
自
治
体
か
ら
助

成
金
が
出
る
も
の
で
、
全
国
６
２
８
の
自

治
体
が
実
施
し
て
お
り
、
耐
震
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
に

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
地
方
創
生
・
地
域
消
費
喚
起
の

｢

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の

交
付
金｣

４
千
４
０
０
万
円
が
阿
見
町
に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
阿
見
町
で
は
、
こ
れ

を｢

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券｣

と
し
て

使
い
ま
す
が
、
こ
の
交
付
金
が
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
で
も
使
え
る
こ
と
が
国
会
の
質

問
で
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い
れ
ば
、
も
っ
と

追
究
が
出
来
た
の
に
残
念
で
す
。(

も
っ

と
し
っ
か
り
勉
強
し
な
け
れ
ば
…)
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一期生議員『永井よしかず』の議会見聞録 

今回の議会で、またも町長の発言から混乱が起こりました。問題の発言は一般質問の初日、海野議員の質

問に対しての答弁の中で起こりました。この問題では議会運営委員長が問題視し、翌日朝、議長と議会事務

局長に相談し、議長が町長のところに行き議会での謝罪を求めました。その時町長は謝罪を拒否したので、

議会冒頭全員協議会を開催し対応を協議しました。全員協議会では、あらためて町長に謝罪 

を求めることを決め、議長・副議長・議会運営員会委員長の 3人で町長のところへ赴き、 

再度議会での謝罪を求めました。町長はやっとの事謝罪を受け入れ、議会本会議で謝罪を 

行い、通常通りの議会運営に戻りました。 

 今回の、議員を侮辱するような町長の発言は決して許されるものではありません。この 

ような発言をすること自体、町長の資質に問題があるのではないでしょうか。謝罪はした 

ものの、議会を混乱させた事は重大問題です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

4月 7日、町内の小学校で

入学式が行われました。全

町で 428 人の新入生が誕生

し、各小学校も活気にあふ

れています。 

これからの 6 年間の小学

校生活に胸をふくらませて

いる子供達を見ると、こち

らまでもが元気をもらいま

す。元気にいっぱい遊んで

小学校生活を楽しんで下さ

い。 

 

阿見町８つ
の小学校で
入学式 

http://flowerillust.com/html/sakura/sakura0078.html

